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組
合
員
１
人

筆

組組
合合
員員
１１
人人

筆筆
１１１０００

地域医療を守れ！100万人署名

最最
終終
集集
約約
はは
７７
月月
２２５５
日日

道
本
部
は
、
公
立
病
院
対
策
と
地
域
医
療
確
保
に
む

け
た
当
面
の
取
り
組
み
と
し
て
、
連
合
北
海
道
「
地
域

医
療
を
守
る
対
策
委
員
会
」
が
す
す
め
る
、『
住
民
本
位

の
安
心
・
安
全
・
信
頼
の
地
域
医
療
を
求
め
る
』
１
０

０
万
人
署
名
活
動
を
実
施
す
る
。

公
立
病
院
設
置
の
自
治
体

で
は
、
総
務
省
の
「
公
立
病

院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

よ
る
改
革
プ
ラ
ン
作
成
が
、

今
年
度
中
に
作
成
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
自
治
体
財
政

と
自
治
体
立
病
院
財
政
が
厳

し
い
状
態
の
中
、
医
師
引
き

揚
げ
な
ど
に
よ
り
診
療
科
の

閉
鎖
や
患
者
の
減
少
で
、
今

後
ま
す
ま
す
病
院
経
営
が
厳

し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る

事
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

道
本
部
は
、
公
立
病
院
の

存
続
、
病
院
財
政
の
確
立
、

雇
用
確
保
、
組
織
強
化
等
、

公
立
病
院
対
策
を
進
め
て
い

く
う
え
で
、「
公
立
病
院
改
革

対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

当
面
の
取
り
組
み
と
し

て
、
住
民
に
と
っ
て
深
刻
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
『
必
要

な
医
療
』
を
確
保
す
る
た

め
、
連
合
北
海
道
「
地
域
医

療
を
守
る
対
策
委
員
会
」
に

結
集
し
、
全
単
組
組
合
員
１

人
１０
筆
を
目
標
の
、
１
０
０

万
筆
の
署
名
を
は
じ
め
と
す

る
、
１
万
団
体
を
目
標
に
し

た
団
体
署
名
活
動
や
チ
ラ
シ

配
布
な
ど
の
大
衆
運
動
を
中

核
的
に
担
う
。

こ
の
署
名
は
、『
住
民
本
位

の
安
心
・
安
全
・
信
頼
の
地

域
医
療
を
求
め
る
要
望
書
』

と
し
て
北
海
道
知
事
に
対
し

提
出
す
る
。
最
終
集
約
は
７

月
２５
日
。

戦
争
の
傷
跡
、
今
も
な
お
…
。
６４
年

前
の
Ｂ
２９
不
発
弾
で
調
布
市
民
は
大
騒

ぎ
、
遠
く
に
住
ん
で
い
て
も
恐
ろ
し

い
。
負
の
財
産
と
は
こ
の
こ
と
か
。
中

国
の
地
震
も
人
ご
と
じ
ゃ
な
い
。
地
震

も
戦
争
並
み
に
人
の
命
を
奪
っ
て
い

く
。
で
き
る
こ
と
は
何
か
…
。

食
べ
物
で
体
は
つ
く
ら
れ
る
。
道
内

の
保
育
園
に
朝
食
抜
き
で
登
園
す
る
子

ど
も
が
８
割
を
越
え
て
い
る
と
い
う
。

親
の
長
時
間
労
働
で
睡
眠
不
足
と
い
う

子
ど
も
へ
の
し
わ
寄
せ
。
こ
れ
じ
ゃ
あ

体
も
心
も
育
た
な
い
。
や
っ
ぱ
り
「
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
が
必
要
だ
。

自治労共済
北海道支部

自
治
労
共
済
北
海
道
支
部

は
５
月
１２
日
、
第
１
回
単

組
・
加
入
団
体
代
表
者
会
議

を
開
き
、
９７
単
組
１
２
１
人

が
参
加
し
た
。

会
議
で
は
、
新
し
い
制
度

で
あ
る
「
公
務
員
賠
償
責
任

保
険
」。積
立
目
的
を
「
年

金
」
に
特
化
す
る
こ
と
で
所

得
税
で
最
高
５
万
円
・
住
民

税
で
最
高
３
万
５
千
円
が
、

積
立
期
間
中
、
毎
年
控
除
対

象
と
な
る「
長
期
共
済
・
税
制

適
格
年
金
」
の
実
施
内
容
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
参
加
者

か
ら
、
公
務
員
賠
償
責
任
保

険
に
つ
い
て
「
職
務
に
起
因

す
る
問
題
に
つ
い
て
は
当
局

の
責
任
に
よ
っ
て
整
理
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
賠
償
責
任
保
険
を
用

意
す
る
と
い
う
の
は
組
合
と

し
て
『
当
局
の
責
任
問
題
』

を
回
避
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
６

件
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

■
自
治
労
共
済
道
支
部
第
３１

回
総
会
は
、
６
月
３
日
、
道

本
部
中
央
委
員
会
終
了
後
に

開
催
す
る
。

い
ま
わ
が
国
で
は
、
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
と
い
わ
れ
る
、
年
収
２
０

０
万
円
以
下
の
、
働
い
て
も
生
活

で
き
な
い
労
働
者
層
は
７
０
０
万

人
と
い
わ
れ
て
い
る
。

地
域
最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き

上
げ
で
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
経

済
的
自
立
で
き
る
地
域
の
賃
金
レ

ベ
ル
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
特

に
北
海
道
は
非
正
社
員
比
率
が
４

割
と
高
く
、
最
低
賃
金
に
張
り
付

く
低
賃
金
地
域
で
、
地
域
経
済
の

維
持
や
税
収
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、

社
会
を
維
持
す
る
経
費
に
も
重
要

な
課
題
だ
。
昨
年
は
「
最
低
賃
金

の
大
幅
な
改
善
が
必
要
」
と
大
臣

が
明
言
し
、
地
域
最
賃
は
全
国
平

均
で
１４
円
、
北
海
道
で
１０
円
の
引

き
上
げ
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
最

低
賃
金
法
が
改
正
さ
れ
、
地
域
最

賃
の
水
準
が
「
労
働
者
が
健
康
的

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
」
に
明
文
化

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
頻
発
し
て
い

る
最
低
賃
金
法
違
反
の
罰
則
額
上

限
を
２
万
円
か
ら
５０
万
円
に
引
き

上
げ
た
。
し
か
し
、「
大
幅
」
に
引

き
上
げ
て
も
、
全
国
平
均
で
６
７

３
円
、
北
海
道
で
は
６
５
４
円
。

法
定
労
働
時
間
働
い
て
全
国
で
月

額
１
１
６
、
９
６
７
円
、
北
海
道

で

は

月

額
１
１
３
、
６
６
５
円

と
、「
健
康
で
文
化
的
な
生
活
」
に

は
ほ
ど
遠
い
レ
ベ
ル
。
今
年
度
の

地
域
最
低
賃
金
の
改
定
に
当
た
っ

て
は
、「
１
、
０
０
０
円
」
に
引
き

上
げ
、
経
済
的
に
自
立
可
能
な
地

域
最
低
賃
金
に
し
よ
う
。
そ
の
ほ

か
、
教
育
制
度
や
職
業
訓
練
・
失

業
保
障
、
奨
学
金
の
充
実
な
ど
、

職
業
選
択
の
自
由
を
保
障
す
る
総

合
的
な
社
会
制
度
が
必
要
だ
。

代
表
者
会
議
で
新
制
度
説
明

「
公
務
員
賠
償
責
任
保
険
」な
ど

北
海
道
地
域
最
低
賃
金
を
１
、０
０
０
円
に

連
合
北
海
道
組
織
労
働
局
長

松
浦

俊
一

朔 風

憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲
法法法法法法法法法法法法法法
をををををををををををををを
私私私私私私私私私私私私私私
たたたたたたたたたたたたたた
ちちちちちちちちちちちちちち
のののののののののののののの
手手手手手手手手手手手手手手
にににににににににににににに

５
・
３
北
海
道
集
会

憲
法
が
施
行
さ
れ
て
６１

年
。
５
月
３
日
、
憲
法
記
念

日
に
、
自
治
労
会
館
で
北
海

道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
が
主
催
す
る
「
憲
法
を
私

た
ち
の
手
に
！
５
・
３
北
海

道
集
会
」
が
開
か
れ
約
３
０

０
人
が
参
加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
道

平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
住

友
代
表
は
「
憲
法
を
な
し
崩

し
的
に
す
る
政
府
与
党
側
の

動
き
が
あ
る
。
学
校
現
場
で

は
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
『
愛

国
心
』
な
ど
を
教
え
込
も
う

と
し
て
い
る
。
子
ど
も
達
は

国
の
従
属
者
で
は
な
い
主
権

者
だ
」
と
述
べ
、「
憲
法
を
変

え
る
、
変
え
な
い
は
、
私
た

ち
主
権
者
が
決
め
る
こ
と

だ
。
憲
法
を
自
分
達
の
手
に

取
り
戻
そ
う
」
と
話
し
た
。

さ
ら
に
、「
自
由
及
び
権
利

は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
で

憲
法
を
守
る
こ
と
。
政
治
を

変
え
る
こ
と
が
憲
法
を
守
る

こ
と
に
な
る
。
み
な
さ
ん
の

思
い
を
、
憲
法
を
守
る
こ
と

に
結
び
つ
け
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
た
。

後
半
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。

憲
法
は
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
と
深
く
関
わ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
今

後
も
平
和
へ
の
願
い
を
ひ
と

つ
に
し
て
憲
法
を
活
か
し
守

り
、
粘
り
強
い
運
動
し
て
い

く
こ
と
を
誓
う
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
採
択
し
集
会
を
終
え

た
。

江本 道フォーラム代表がコーディネーターをつと
めたパネルディスカッション

JICHIRO スケジュール
２００８年５月

２１日�水 男女がともに担う北海道委員会（札幌市）

第５回組織強化委員会（札幌市）

公立病院改革対策に関するブロック別会議（仙台市）

２６日�月 第６回拡大闘争委員会（札幌市）

２９日�木 自治労１３６回中央委員会（～３０日、輪島市）

３１日�土 北海道環境施設ユニオン総会（札幌市）

２００８年６月

２日�月 第１０８回道本部中央委員会（～３日、札幌市）

３日�火 自治労共済北海道支部第３１回総会（札幌市）

道本部・労働安全衛生講座

6月11日�水 １３：００～１６：３０

自治労会館：札幌市北区北６西７

◇講演

「メンタルヘルスと職場復帰」

自治労顧問医 上野 満さん

◇グループ討論

道本部ホームページ

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒０６０―０８０６ 札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
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全国情報
宣伝セミナー

５
月
８
～
１０
日
の
３
日

間
、
千
葉
県
・
幕
張
国
際
会

議
場
で
、
２
０
０
８
年
度
自

治
労
全
国
情
報
宣
伝
セ
ミ
ナ

ー
が
開
か
れ
、
４４
県
本
部
２

５
３
人
（
内
、
女
性
５８
人
。
北

海
道
１４
人
）が
参
加
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
訪
れ
た
、
徳

永
書
記
次
長
は
「
み
な
さ
ん

は
、
日
常
的
に
組
合
員
に
迅

速
か
つ
、
正
確
に
機
関
紙
を

通
じ
て
情
報
提
供
す
る
重
要

な
役
割
が
あ
る
。
こ
の
３
日

間
で
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、

職
場
に
帰
っ
て
か
ら
の
機
関

紙
づ
く
り
に
生
か
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

１
日
目
の
基
調
講
演
は
、

毎
日
新
聞
夕
刊
編
集
部
・
専

門
編
集
委
員
の
近
藤
勝
重
さ

ん
が
「
読
み
手
に
伝
え
る
・

伝
わ
る
新
聞
づ
く
り
」
に
つ

い
て
講
演
し
た
。

近
藤
さ
ん
は
、
毎
日
新
聞

の
編
集
だ
け
で
は
な
く
、
サ

ン
デ
ー
毎
日
の
編
集
長
も
経

験
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
編
集

者
。「
読
み
手
に
伝
え
る
、
伝

わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
作
り

手
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
。

ど
れ
だ
け
真
実
味
が
あ
る
内

容
に
な
っ
て
い
る
か
」
だ
と

述
べ
、「
あ
れ
も
こ
れ
も
伝
え

よ
う
と
し
て
も
無
理
！
せ
め

て
こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い
！

と
い
う
『
ワ
ン
テ
ー
マ
』
と

『
描
写
力
』
で
記
事
に
し
よ

う
」
と
話
し
た
。

２
日
目
か
ら
、
参
加
者
は

９
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

手
づ
く
り
・
パ
ソ
コ
ン
使
用

の
機
関
紙
づ
く
り
や
、
企

画
・
取
材
・
編
集
の
方
法
、

ビ
ラ
づ
く
り
、
写
真
、
次
世

代
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
講
座
で

研
修
を
受
け
た
。
ど
の
講
座

も
、
参
加
者
に
は
新
た
な
刺

激
と
な
り
、
今
後
職
場
の
教

宣
活
動
で
実
践
す
る
こ
と
に

な
る
。

職職
場場
だだ
よよ
りり

夜
勤「
２
交
代
制
」提
案
ど
う
す
る
？

【
士
別
市
職
労
・
病
院
部
】

２
０
０
８
年
現
在
、
８
・
２

億
円
の
不
良
債
務
を
抱
え
る

士
別
市
立
病
院
（
以
下
、
士

別
）
は
、
経
費
削
減
を
メ
イ

ン
に
し
た
経
営
改
善
対
策
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
看

護
部
は
独
自
の
経
費
削
減
と

し
て
看
護
師
の
勤
務
体
制
変

更
を
提
案
し
て
き
た
。

病
院
当
局
の
示
し
た
勤
務

体
制
変
更
は
、「
看
護
師
の
夜

勤
３
交
代
制
を
２
交
代
制
に

移
行
」「
準
夜
勤
務
の
超
過
勤

務
手
当
削
減
と
、
タ
ク
シ
ー

送
迎
料
の
削
減
」
の
４
月
一

斉
導
入
だ
っ
た
。
提
案
に
は

夜
間
の
長
時
間
勤
務
に
対
す

る
不
安
の
改
善
対
策
、
業
務

整
理
の
方
法
、
夜
間
保
育
な

ど
の
看
護
支
援
対
策
は
一
切

盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
準
備
期
間
が
短
く
導
入

に
は
無
理
が
あ
る
こ
と
、
各

病
棟
管
理
者
の
責
任
に
お
い

て
説
明
と
職
場
内
議
論
の
充

実
・
意
見

集
約
を
行

う
な
ど
事

務
折
衝
を

し
た
が
開

始
時
期
の

み
５
月
に

延
長
し
条

件
は
何
一

つ
改
善
し

て

い

な

い
。そ

の
よ

う
な
動
き

の
中
、
３
月
１５
日
道
本
部
衛

生
医
療
評
議
会
「
公
立
病
院

改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
係
わ

る
対
策
会
議
」
が
開
か
れ

た
。
参
加
し
て
い
た
市
立
稚

内
病
院
労
組
（
以
下
、
稚

内
）
が
、
４
月
か
ら
２
交
代

制
勤
務
の
本
格
実
施
が
始
ま

る
と
聞
き
、
現
場
職
員
の
意

見
交
換
会
を
申
し
入
れ
た
。

４
月
３
日
、
士
別
か
ら
７

人
が
参
加
し
、
現
地
視
察
と

意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
。

急
な
申
し
入
れ
に
も
関
わ
ら

ず
稚
内
で
は
１４
人
の
組
合
員

が
迎
え
て
く
れ
た
。

稚
内
で
は
６
カ
月
の
試
行

期
間
を
行
い
４
月
か
ら
ミ
ッ

ク
ス
制
を
導
入
し
た
ば
か

り
。
そ
の
議
論
経
過
は
今
後

の
交
渉
に
参
考
に
な
っ
た
。

約
２
時
間
の
限
ら
れ
た
時
間

だ
っ
た
が
白
衣
姿
で
参
加
し

仕
事
に
戻
る
人
、
子
ど
も
連

れ
の
参
加
な
ど
、
現
場
職
員

の
意
見
は
仕
事
に
対
す
る
思

い
と
、
自
己
の
生
活
に
対
す

る
思
い
が
感
じ
取
れ
た
。
ま

た
、『
経
営
だ
け
で
は
な
く
地

域
医
療
確
保
と
職
員
個
人
の

こ
と
を
考
え
て
い
た
当
局
姿

勢
』
が
組
合
と
組
合
員
を
動

か
し
た
よ
う
に
感
じ
た
。

現
在
、
病
院
部
は
２
交
代

制
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

終
え
交
渉
準
備
は
で
き
て
い

が
、
病
院
当
局
か
ら
の
ア
ク

シ
ョ
ン
も
な
い
空
白
期
間
が

続
い
て
い
る
。

今
後
の
情
勢
は
予
測
で
き

な
い
が
、
闘
い
の
手
を
ゆ
る

め
る
こ
と
な
く
精
一
杯
、
頑

張
っ
て
い
く
つ
も
り
だ
。

（
平
野

裕
治
）
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『
ワ
ン
テ
ー
マ
』と『
描
写
力
』

「あれもこれも伝えようとしても無理」だと説明する近
藤さん＝５月８日、幕張国際会議場

参
加
者
の
声

現
在
広
報
を
担
当
し
て
お

り
、
今
後
の
広
報
誌
づ
く
り

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
取
材
方

法
や
紙
面
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど

技
術
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
ほ

か
、
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

の
意
義
や
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
教
宣

担
当
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人

は
も
ち
ろ
ん
、
広
報
担
当
者

と
し
て
丸
２
年
を
経
過
し
た

自
分
に
と
っ
て
も
、
新
た
に

学
ん
だ
り
、
改
め
て
気
づ
か

さ
れ
た
り
す
る
貴
重
な
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
考

え
を
相
手
に
伝
え
る
時
の
注

意
点
な
ど
は
、
紙
面
づ
く
り

だ
け
で
な
く
、
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
図
る
う
え

で
も
大
変
参
考
と
な
る
も
の

で
し
た
。
そ
の
ほ
か
研
修
時

間
外
で
は
、
道
内
参
加
者
の

懇
親
会
を
通
し
て
交
流
や
意

見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

こ
の
貴
重
な
経
験
を
生
か

し
、
よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り

と
組
合
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員

の
近
藤
勝
重
さ
ん
に
よ
る
講

演
は
、
ど
ん
な
情
報
も
「
現

在
↓
過
去
↓
未
来
」
の
順
で

会
話
を
す
る
と
相
手
側
に
状

況
を
連
想
さ
せ
る
の
で
伝
わ

り
や
す
い
と
聞
き
納
得
し
ま

し
た
！

分
科
会
は
、
ｗ
ｅ
ｂ
構
築

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
久
保
靖
資

さ
ん
が
講
師
の
「
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
）
で
作
る
チ
ラ

シ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
自

分
で
作
成
し
た
機
関
紙
に
つ

い
て
個
別
に
指
導
を
受
け
、

今
後
、
機
関
紙
を
作
る
う
え

で
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で

し
た
。

読
み
や
す
い
チ
ラ
シ
は
ど

う
作
る
の
か
？
た
だ
文
字
を

大
き
く
し
て
、
写
真
を
た
く

さ
ん
入
れ
れ
ば
良
い
の
で
は

な
く
、
文
字
の
間
隔
の
取
り

方
・
写
真
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の

仕
方
・
見
出
し
の
大
き
さ
・

色
で
印
象
が
変
わ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
レ
イ
ア
ウ

ト
は
、
雑
誌
を
参
考
に
し
た

り
、
文
字
の
色
も
黒
か
ら
グ

レ
ー
に
す
る
と
や
わ
ら
か
い

印
象
に
な
る
な
ど
、
多
く
の

ア
ド
バ
イ
ス
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
「
わ

か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い

教
宣
紙
を
作
り
た
い
」
と
い

う
思
い
で
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
単
組
で
教
宣
を
担

当
し
て
い
ま
す
が
、
人
に
伝

え
る
文
章
を
書
く
経
験
が
少

な
か
っ
た
た
め
１
年
間
苦
労

の
連
続
で
し
た
。

私
が
受
講
し
た
分
科
会

は
、機
関
紙
の
編
集
、企
画
が

メ
イ
ン
の
内
容
で
し
た
。
現

在
、
自
分
が
作
成
し
て
い
る

も
の
と
は
形
態
は
違
っ
て
い

ま
し
た
が
、
作
る
た
め
の
基

本
的
な
ル
ー
ル
や
構
成
な
ど

を
学
習
し
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
に
作
れ
ば
組
合
員
が
読
み

や
す
い
の
か
講
義
と
実
習

で
、
改
め
て
機
関
紙
づ
く
り

の
難
し
さ
、
読
ん
で
も
ら
う

た
め
の
も
の
を
作
る
奥
深
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
講
習
を
受

け
た
こ
と
を
今
後
の
教
宣
活

動
に
生
か
し
、
少
し
で
も
読

み
や
す
い
教
宣
紙
を
作
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

情
報
発
信
の

意
義
学
ぶ 重森 省宏さ

ん

（ニセコ町職）

ど
ん
な
情
報
も

「
現
在
・
過
去
・
未
来
」

市立稚内病院での意見交換会＝４月３日

濱野 栽織さ
ん

（札幌市労）

５
月
１３
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
道
路

財
源
特
例
法
が
、
与
党
が
出
席
議
員
の

３
分
の
２
で
成
立
し
ま
し
た
。
福
田
内

閣
は
当
日
の
閣
議
で
道
路
特
定
財
源
の

一
般
財
源
化
を
了
解
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
と
矛
盾
す
る
法
案
を
成
立
さ
せ
る
与

党
の
見
識
を
疑
い
ま
す
。
閣
議
了
解
を

反
映
さ
せ
た
法
案
の
修
正
を
求
め
、
両

院
協
議
会
の
開
催
を
訴
え
ま
し
た
が
、

与
党
の
数
の
力
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
福
田
内
閣
の
支
持
率
が
２０

％
を
切
る
調
査
も
出
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
森
内
閣
以
来
の
数
字
で
す
。
国
民

の
ほ
と
ん
ど
が
福
田
内
閣
を
支

持
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
福
田
首
相
は
衆
議
院
の
解

散
も
内
閣
総
辞
職
も
せ
ず
、
首
相
の
地

位
に
あ
り
ま
す
。
国
民
不
在
の
政
治
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
た
め
に
も
、
こ
こ

は
、政
権
交
代
の
実
現
に
向
け
て
、一
刻

も
早
い
衆
議
院
の
解
散
を
求
め
ま
す
。

読
み
や
す
い

教
宣
紙
作
り
た
い 南部谷康史さ

ん

（苫小牧市職労）

一
刻
も
早
く

衆
議
院
の
解
散
を
求
め
るコ

ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
２
枚
を
１
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
各
試
合
共
通
（
見
た
い
試
合
を
自

分
で
選
べ
ま
す
）
Ｓ
Ａ
ゾ
ー
ン
自
由
席
。

締
め
切
り
は
６
月
３
日
�
午
後
４
時
、
電
話

で
受
付
（
０
１
１
―
７
４
７
―
３
２
１
１
�
単

組
名
、
名
前
、
連
絡
先
を
申
告
）
落
選
し
た
人

に
は
連
絡
し
な
い
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ

ケ

ッ

ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

チ
ケ
ッ
ト
当
選
者

１
９
４
７
号
は
全
・
十
勝
の
多
田
政
喜
さ
ん
が
当
選
。

５
月
の
連
休
、

初
め
て
札
幌
ド
ー

ム
に
行
き
、
日
本

ハ
ム
の
野
球
観
戦

し
た
。

札
幌
単
身
赴
任

も
１
年
半
を
過
ぎ

る
が
、
業
務
に
追

わ
れ
？
文
化
的
な
生
活
と
は

ほ
ど
遠
い
毎
日
だ
。
今
回
の

行
事
も
、
た
ま
た
ま
家
族
が

希
望
し
た
か
ら
行
っ
た
よ
う

な
も
の
で
、
自
分
で
企
画
し

た
わ
け
で
は
な
い
。

仕
事
と
休
暇
の
調
整
は
自

分
で
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
当
然
だ
が
、
職
場

で
は
財
政
難
で
予
算
が
削
ら

れ
、
行
革
で
人
員
が
削
減
さ

れ
て
い
る
。
有
給
休
暇
の
消

化
も
ま
ま
な
ら
な
い
仕
事
環

境
で
あ
る
。

自
治
労
組
合
員
は
２０
年
前

に
１
２
０
万
人
い
た
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
３０
万
現

業
と
い
わ
れ
た
時
代
が
あ
っ

た
。
実
に
組
合
員
の
４
人
に

１
人
を
占
め
て
い
た
。
現
在

で
は
行
革
や
退
職
不
補
充
に

よ
り
現
業
公
企
組
合
員
は
半

分
以
下
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
自

治
体
の
職
員
は
減
っ
て
も
現

業
（
現
場
）
の
サ
ー
ビ
ス
は

住
民
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ

る
。
住
民
か
ら
見
た
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
あ
り
方
は
ど
う
な

の
か
。
直
営
の
役
割
を
も
う

一
度
見
つ
め
直
し
た
い
。

（
千
葉

充
規
）
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